真空團圧力 IH 炊飯ジャー保証書 


持込修理 


取扱説明書、本体表示などの注意暫さに従った使用状態で保証期間巧に故障した場合には、無料修理いたします。製品と本雷 
をご持参の5え、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や插 
送料などの実藝を申し受けます。 


型ち 

NP - RA 0 已 

S おを前 

巧 

奮 ご住所〒 

様 

◎お買し、上げ日 

◎販売店を-住所 

年月曰 


保謡期間 
お買い上げ曰より 

本体 1 年 

なべフッ素加工 

3 年 

巧 



1さ印欄に記入のない場合は無効となりますか5、必ずご確認くださし、。 

なべを烫換される場合はち記の部記番号をご連絡くだでい。旧- 281] 

1. ご感居、ご贈答などで、お贯し U: ば販売店にお申しつけできない場合は、脾社のお客様ご祖談窓口にお申しつけください。 

2. 巧 giE 期間巧でを次の場合には有料修理になります。 

(イ)使用上の誤り、および改造や不当な懷理による故降および損慣。 

(□) お夏し、上げをの輸送•移動•落下などによる苗:隋および}員锡， 

(八)义災、地醒、か害、落里、その他の天が地愛、および公客、想客、ガス害(硫化ガスなど）、異常電圧、指ちかの使用空源(空 
圧、谭渡数)などによるお廣および損阁。 

(二)一般泉庭用切か（たとえば第巧用の畏時間使用、車新胞祕へのとう載）に使巧だれた場合のを盾および損傷。 

(ホ）本密のこ•提示びない場合。 

(へ)本密にお貢い上げ年月日、おぎ様る、販売店名の記入のない場合あるいは字句をおさかえられた場合。 

(卜）消耗部品の交換。 

(チ)下記の使い方をした場合のなべ内面フッお加工の瓦 <れ、はびれなど 

■ 食器巧いのたゆ、スプーンや食器などかたいをのを入れた0、洗った0した場合。 

-なべのお手入れに、たわしやみびさ粉などを使った場合。 

-なべの中で許を使った場合。 

-お寅い上げ後の落下や輸送などで生じたへこみ 

-その他巧扱説明港、本が貼付ラベルなどの記載事項にそわない使い方をした場合。 

3. 本澄は曰本国巧においてのみ有効です。 

I This warranty is valid only in Japan. 

斗.本疆は盗難-火がなどの不可抗力け外で紛おホれた場合は、再発巧いたしませんので大切に保をして<だごしん_ 

◎お客様にご記入いただいた記載内宮は,保詔期間内のサービス活動およびその後の费を点お活動のために利用さはていた 
だ < 場合びございますので、ご了承 < ださい。 

毎この保証亟は、本雷に明示した期間 • 条件のちとにおいて無料修理をお約束するをのです。がってこのな証蟹にぶって保証 
I 蜜を発行している着（保証贸任者）、およびそれな外の事業者に対ずるお客様の法律上の権がを制限するをのではお0ませ 
んので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お眞い上げの販売店または與社のお客様ご相談窓□にお問 

霞 EI17 ホ-ピン株式舍社 

I 〒日 3 日 .8 日り大阪耐陋天窟 1T 自 2□ 當日号の泪已 ) 已 35 日 -23 目 1 

わ‘ —|.>|一•.一，-■， , ，…一-^一-.か，..•一。.••一、.一^一,.—一 ■ I ■ I ■ 

圧力炊飯するため PS マーク ‘ SG マーク取得 



PS マーク 

経済産業省び定めた「消費生活 
用製品安全法 j の家庭用の圧力 
なべおよび圧力びまの安全基準 
に適合していることをおします。 


巧 AJ 菌 SS 租^巧 
製品受を協を 


SG マーク 

製品安を協基が定めた認定基準 
に合格したことを示し、万一製 
品の欠陥による人身事故び生じ 
た場合、賠償措置びとられまず。 

N 户 RA 型© 




1 NP - RA 05型日日4 L ヴィズ 


取扱説明書•お料理ノート 

み 圧力 IH 炊飯ジヤーは内部び高圧になる 
ため、取り扱いを誤ると危険でずので、 
この取扱説明書をお読みになり、正しく 
お使いください。 


ち< じ 


お使いになるまえに 

まを上のご注意 . 吕 

各部のなまえと扱い方 . 4 

米のお話/玄米活性のお話 . 6 

おいしく贼いて-おいしく保温 . 7 

使い方 

ご飯の炊を方 

基本的な炊を方 . 8 

無洗米の炊を方 . 1日 

炊を方メモ . 11 

タイマーぞ約炊飯 . 12 

標準の保温高ゆ保温 . 14 

時刻の合わせ方 . 1已 

報知音の種類と切りかえ方 . 1已 

ぉ料理ノート 

五目ご叛 t； 草がゆ . 16 

山粟おこわ玄米の炊きこみご飯……17 



© このたびは、お買い上げいただき、まことにあり 
びとうございました。 

◎お読みになつたあとは、大切に保存してくださし、 

L 保証書つき I 


お臥れ 

お手入れ . 18 

交換部品 . 19 


固ったとをに- 

故障かなと思ったとを . 20 

こんな表示をしたとき . 2吕 

アフタ—サ—ビス . 23 

お客様ご相談窓口 . 23 

化穗 . 23 

保証書 . 襄表紙 





























きここに表したミま意事項は、あなたや他の人々への危害や損喜を未然に防止するためのものです。 
毎いずれも安全に関ずる重要な巧容でずので、必ずお守りください。 


A 警告 
A を意 


取り扱いを誤った場合、死亡 
または重傷を負ラことが、 
想をされる内容を表します。 

取り扱いを誤った場合、傷害’^ 
または物的損害ぶ 3 の発生び、 
想定される内容を表します。 


《1重傷とは、失明、けび、やけど（高温•あ温）、感電、骨折、 
中室などで、後遺症び残るをのおよび治療に入院•長期 
の通院を費するをのをさします。 

《2傷害とは、治療に入院•長巧の通院を要さないけびやや 
けど、感谭などをさします。 


立 


A 記号は、醫告•注意をがす巧容びあるこ 
とを告げるをのです。具体的な)ま意內容は 
図の中や近くに文章や絵で表します。 


^ ^ 0記号は、禁止の行為であることを告げる 

をのです。具体的な禁止内容は図の中やお 
禁止 くに文章や絵で表します。 

® # 記号は、巧為を強制したり指示したり 
する内容を告げるをのでず。具体的な指示 
指示内容は図の中や近くに文章や絵で表します。 

ぷ3槪的損害とは、家屋 • 家巧おぶび家畜 • ペットなどにかか 
わる拡大損喜をごします。 


/ < i \ 改造はしない。また、修理技術者な巧の人は巧 
、を^解したり修理をしない 

分巧禁止义が.想逗.けがの巧因になりまず，樓理はお良い上げの披売 
巧またはが巧のお客巧な!段あ口にな目おくださし、。 

^めれた手で萬込みプラグを巧き差ししない 

だジ y 窗逗やけびをずることがをります。 

めれ熟止_ 

^子供だけで使わはたり幼巧の手の届くところで 
使わない 

禁止やけど•想埋’けびをする恐れびあります。 

Q 靈源コードや善をみプラグが傷んでいたり、コ 
ンセントの差し込みがゆるいとをは使用しない 

禁比感理•シヨート.発义の原困 コンセント 

になります。 基这みプラグ 

^~ 1：：:^— 獅〕-ド 

A 電源コードを傷つけない 

巧理に®げたり、引っ張ったり、ねじったり.たばねたり.裔溫 
禁止部に近づけた0、產いちのをのせた0、挟み这んだり、加工し 
たりすると頸源コードび破損し、乂が•感電の原因になります。 

Q 交流] 0 0 V な巧では使巧しない 
火^•感强の原因になりまず。 

_禁止_ 

0 炊飯中は絶巧に巧ぶたを開けたり移動をせない 

やけどをする恐打びあ0ます。 


Q 販•排気□やずを間にピンや針金およびを属物 
などの異物を入れない 

禁止感霸や異巧勁巧してけびをすることがあ D ぎず。 



かにつけたり、水をかけたりしない 
本体巧部にも水を入れない 

かめ打趾ショ-卜.感雷の巧れびち。ます。 

^巧気口に手を軸れない 

やけどをすることび巧0ます，特に乳切巧にはごわらせない 
接掛巧止よラごを窓<ださい。 

取扱旣明畜•お料理ノートに記載の巧!飯•巧温な 
^夕が D 用逐に巧わない 

© 巧迈の堀えるな0をの（はんべんなど）や葡夏などの豆-巧 
をまに使ラ料理 

• を巧にミ豆のおるをそラなどを巧ラ料理 
• の0巧になるカレーやシチユーのルーなどの巧埋 
•を远の巧を入れる料理 
•ジャムなどのミ包立コお理 
e 疫巧をボ U 装などに人0て加風するを蹈 
e クッキンクシートなどの落とし萬を入れた巧巧や巧し巧 
•目詰まりしやすいアマランヴスなどのルさくて軽い巧强を 
混だた巧飯 

• 化窜びゆ J などの窗巧乂りのおかゆは潭巧か5巧おを入 
れて巧かない 

巧旗中にがぶたと本巧の間か51!^ザ巧れた0,巧なかぶた 
： が開いて，やけどや I チがをずる巧れがあウまず。 

戀雲散ラグはコンセントの奥までしっか n 

;おず実施恐•函.シヨート.発煙.発火の原因になります。 

• 定格1 5 A む上のコンセントを単独で使ラ 

他の器具と併用すると分巧コンセント巧び寅巧菊謀して発 
なず袭旋义することびあ0ます。 

• 違をみプラグの刃（プラグの先端）おぶび巧の 
根元にほこりび讨瘡してし巧場合は、よくふく 

がず累 SS 义がの原因にな。ます。 


お質い上げの製品と本割こ記載したイラストは異なることびありまず。 



圧力げ飯まえにがぶたのフックの周囲、本体のフック受け 
部、本がとがぶたの間、内ぶたセットパッキン、圧力調整 
装歷、安全弁や蒸気口の周囲に米趙や異物がないことを 
確認し、外ぶたはカチッと音がずるまで醒賽に閲める 

ホ粗や異物びあるとがぶたび完全に閉ま5ず I 巧ながぶたび隅いたり、 
巧啟中に巧ぶたと本体の間から恣気が漏れ、やけどやけげをずるをれ 
びお0まず。 


使用中や使用直後は、高温部に觸れない 
巧^またがぶたを開けるときの蔡気、ご飯をほぐず 
sgisih とまには手びなべなどに ^な5 

当た6ないよラにを意ずる骗たをット、-^、、# 
やけどの原因にな0ます， 器 S どのし‘/ 


本体を持ち運ぶときは、プッシュボタンに触れ 

みぶたび開いて、けびややけどをすること W 

びを。ます。 


C 使巧時 W 州ま、這込みプラグをコンセントか S 
おく 

ブお’巧 けびややけど、絶巧装化にぶる感巧•堀巧义巧の原因にな D 
巧く ます。 


おを入れは;ちえてか！3巧ラ 

巧湿部に留打、やけと‘のをれびを0ます< 


差込みプラグを抜くときは、亟源コードを持た 
ずに必ず巧端の黃这みプラグを持って引を抜く 
想のやシヨートして馬义することがあ0まず。 


難い 


圍かをかけたり水分を含んだをのの上に歷かない 

麼潭や故陋の原因にな0ます。 


H 本体庫内やなべに費物（ご飯趟やホ趙など）びついた 
まま使巧しない 

5まく炊けない原因になります。 


H 本体（特に累気口）には、ふきんなどをかけない 
本がや列ぶたのをお、を芭の原担にな D まず。 


圍他の題気機器に蒸気が当たる場所では使用しない 

累気によ D 、 蠻気播器の义が•故障’変色•変おの原因になります。 


目吸•排気口をふさぐような場所（じゆうたんやビニー 
ル袋、 アル S 道などの上）で懐巧しない 

故障の原因になります。 


I 






蒸気ロセット 


プッシュポタン- 

外ぶたを開けるときに巧す 
® 圧力式で密閉度を上げて炊くために 
開 < までかし時間びかかることびおり 
ます。 




操作部 


吸気 □ — 

(本体底部) 

內ぶたセット止め具- 

巧ぶたセットの巧0はずし‘取りつけのときに使う 
® お手入れを、巧ぶたセットを必ず取 D つけぎす。 

—P19 

內ぶたセット 

まを弁（ボール乂 0) -1 

圧力骑整装査が目詰ま。したり、 

故障などの場合に異常な圧力 
を巧 < などの安を機橘 
る分解しないで<ださい。 

お手入れ方法は— P 1 9 

巧ぶたセット- 

運ぶときに使う 


圧力調整装置 一 

巧:飯時に圧力の調整を 
巧ラ 

を分解しなし、でください。 
お手入れ方法は 

一 P 19 





サイドセンサー 


蓉気口 

さが飯時に蒸気び出て高温に 
なるのでを意して < ださい。 

-かぶた 

) -八ンドル 

持ち運びのときに使う 


莲込みプラグ 

電源コード 
A 出し方 

き込みブラ辦持って 
引く（赤 マークな 上引き出 
をない） 

<しまし® 

差込みフラグを持って、2〜 
3 cm 引して房すと自動的に 
巻き込む 


—巧ぶたパッキン 
—ふたセンサー 
—ををパツキン 
—蒸気口 

しゃもじ到す取にけ部怔お麻） 


しゃもじ受けのつけ方 

@ 2力巧のツメを本你こ強めに巧しつけ 
なび5 (①)、脚をしゃをじ受け取0つけ 
部の巧に差し込む（⑤） 


しゃもじ受けのはずしち 

® しゃもじ受けを，、ヴ 
ひねりながら 
はずす 





@キーは確実に押してください。 

を報知音の変化や、「炊飯 J キー、「とりけし」キー中央の （© 、^ ) は、目の不自由な方へ配慮し 
たちのでず。 


r 保涵選択」キー- 
r 標準の保温」や 
情め保漏」を選ぶ 
ときに使う 一 P 1 4 


r とりけし」キ- 
操作設定のお D 消しや作動中 
の機能を中止するとをに使ラ 


r 無巧ホ」キー 

無洗米を炊くときに使う 

r 六ニュ ー j キー 
メニューを選ぶときに使う 



衰お宮 G (すべてを表していますび、 
お使いになる中でこのよラ 
な表示はしません。） 


r 炊飯」キー 

巧:飯するとをに 
i 吏ラ 


Z0>JIRUSHI 

白米(しやつきりふつラをち_を^; 

福驟み品。為 

の回0か00時晒 i 
白ホさ巧な S こみずしめしおかゆ I 
I おこわ玄ホ玄ホまだ2ホザゆ I 




r ぞ約」キー 
食べたい時刻に自動的に 
炊さ上げるタイマー予約 
が:飯のとをに使ラ戸1呂 

’「時刻合わせ]キー 
予約時刻や現在時刻を 
合わせるときに使う 

一 P 12、 P 15 



























「玄米活性」メニユーを選んで玄米をの飯すると、まず玄米を活性化させる工程に入り、その後、自動 
的に通常の玄米炊飯工程に移ります。 

玄米を活性化させる工程では、なべ巧の温度を約40でで2時間維持しますので炊を上びりまで約3 
時間]日分〜3時間25分ぐらいかかります。玄米び活性化することにより巧養素の一つである&ギヤ 
バ（ガンマーア S ノ酪酸）の量び元の玄米の約1ぶ倍に増加します。また、通常の玄米炊飯に比べてや 
わらかく食べやすくなります。 

※ギヤパとは 

ギヤバ(ガンマーア S ノ酪酸)はア S ノ酸の一種で血圧を下げたり、神経を鎮める効果びあるといわれています。 


ご飯の乾燥•いやなにおい•変色を防ぐためにこのぶうな傑漏はしない 

® ご飯のつぎたし 
さ冷めたご飯からの保温 

»炊をこみ、おこわなどの具や調昧料を加えて炊いたご飯 
さコ□ッケ.みそ汁などご飯しソがのちの 

を24時間（高め保温では12時間）な上 + rtn ,_ ホ-^ 

© しゃちじを入れたまま なへ中央!し盛る 

◎ 差込みプラグを抜いた状態、または、保温を取り消した状態で n r 

なべの中にご飯を入れたままでの 放置 

少疊のご飯は、なべ中期こ盛る V A J 


® この製品では玄米を炊 < ことびでさます。 

また、玄米を活性化させ栄養価を高める炊さ方として r 玄米活性」メニューが選べます。 


なべの中でご飯を保をずる場合は、必ず保温機能をお使いください。 

保溫機能を使わずになべの中でご飯を保をするといやなにおいの原因になります。 


©米は精米や加工のしかたにより呼びをびかわります。 


r めか層と胚芽」びだんだん除かれてい< 


ちみ殻めか歷 


もみ胚ま 


: 玄米 

3 分づを 

日分づき 

7 分づき 

白米 ： 

;ちみからを 

をホか5「め 

空:おか5 r め 

をホから r め 

玄:米から[■め： 

• み殻を取0 

か層と賠芽 J 

か層と蛙す」 

か層と賠ま」 

か腫と匹ま J . 

!除いたをの 

をお13割取 D 

を約5割巧 D 

を約7割お0 

を完をに巧 0 ! 


除いたをの 

除いたをの 

除いたをの 

除いたをの; 


無洗米 

白米の表面 
に巧る細か 
いぬかを取り 
除いたをの 


會 


I 化、 * T" 

胚穿精米 
ち米の虹まを 
残してめか屆を 
巧0除いたおの 


精が機ではでさません。お米厘さんで、ご睛入 < ださし、。 


発芽玄米 

玄米を加工して 
胚芽の部分び 
膨 5 んでまび出 
る寸前のをの 


>普通の玄米にはベ、やわらか< 食べやすいよラに加工 
さのています。ぎた巧養累の一つで巧るギヤバ（ガン 
マーア5 ノ酪酸)び、を < さまれてし、ます。 




























墨寒簇慶資 






ち図のさ部にご飯粒や雑穀などの異物び付着して 
いないかを確認する 

き圧力調藝装置、安全弁は分辭しないでくだごい。 
故障の原因になります。 


树屬 © 計量妇ップで然愚計る 


白米用の計靈カツフ （ 1 80 mL ) すりさり1ネ不ずつ 

き目詰まりしやすいアマランヴスなどのかさくて軽い雑穀は混ぜて炊かないで < ださい。 
圧力調壁装置、ちを弁を詰まらせることびあ D 危険です。 



がを洗ごで、水加減をずる 


水平な巧で、メニューに合ったなべの水位目盛に合わせる 一 piir 棘さちメモ」養照 
ホを平らにならす 

©かにひたさなくてをすぐに炊けます。ひたしておくと、がしやわ5かめに巧き上びります。 


なべを本你に入れでがぶたを閱ゆ、義遂みプラグを農し込む 


なべか側や本体雇內の水分や異物を麻を取0、なべを本体に入れる 
内ぶたセットは必ずおりつける 

® がぶたを寶いよく閉めると、圧力式の密封性のため、きごちり閉ま6ないことびあります。 
きなベを入れずに r 炊飯」キーを押すと、ブヴーび鳴り、 rH 04 j のエラー表をび出まず。 


@晋、誤二:!"™您邏感 


キー对甲すごとに、「 A 」 の位置び「みつう」一「をちもち j 一「しゃっきり J の I! 帶總齡鷄 I 

順に移動し、そのあと、表おび r 白米急速」一「炊きこみ j 一「ずしめし」一「おかゆ」一 ’ 

r おこわ」一「玄米」一「玄米活性 J 一「玄米びゆ」の順に点滅します。 

きキーを押し続けると、早送 D びできます。 （ 「ふつラ J に戻ると止ま D ます。） 

き旧米（しゃっきり•ふつう•もちもち）」と「を米」と「玄米活性」は、;欠にメニューを選び燃飯 
するまで記憶されます。 

每白米急逸：白米を早く炊さたいとさに遷びます。かしかためになります。 



炊き上が D の矣□尹ィーヴが’〜)誦 ID 、 «ミ愚に觸〇 
かわった S す<1こご'飯黎陽琴す 保溫経過時間 

炊き上げると自動的に保温に移り、標準傲 i ランフび点なし、 I 時間単位で I nj 

厥显 isiBt 間を表をする （ r 炊きこみ」. r おかゆ j • r おこね」. r を米」. r 玄米活 i ま」. 

r 玄米びゆ」のメニユーの場合は高め保温ランプび点灯する） ' - * * 

すぐにほぐして余分な水分を逃びし、ご飯のかたまり • ベたつきをおさえる 
• なべの中でご飯を保存する場合は、必ず保温機能をお使いください。 

保湿機能を使わずになべの中でご飯を保存するといやなにおいの原因になります。 

P 7 r おいし<保湿」、 P 14「標準の保温」「高め保温」養照 
® 保温やに現在時剔を知りたいとさは、「時刻合わせ」キーのまたは ( i ) を押してください。 

をラー度 r 時刻をわせ」キーを押すと、保温經過時間に房りまず。戻さない嗎合は、次に 
巧飯しても保温経過時間を表示しません。切りかえは、保適中しかできません。 

® 保温を取り消して，再びな温にすると「0時間」の表をに戻りまず。 

»败飯絞了時の報知音は他の報知のしかたに切りかえることげできます。 

一 P 15「報が音の種類と切りかえ方」参照 


使用後は^を押し、羞迹みプラグを振く 


炊を上びりまでの時間の目やず-圧力をかけているメニュー 


無あが 


〜50分 


巧—おが— 


msBm 

mum 


約55分〜1時間 
が n 時間〜1時間5分 


1111111111 HH 

約 5 己分〜 

巧ちむ b : 


• 1 



li ' 11 




1 時間 5 み 
50 分 
約 5 已分〜 1 時間己分 
己0分 


約己5巧〜 


約55分〜1時間5分 





時間一1時間5せ ！ 約1 B き間〜1時間己み 

が n 時間25分〜1時間30分 _ j __1 

• 電圧1 00 V - 室湿20で • tK 湿18での場合。 

® 時間は巧飯をはじめてから保温になるまでの時間です。また電圧•室温•學節•水加減などによ D かわります。 

* 炊をこみは、米に調味料をしっか D 含ませおいし < 炊き上げるため、炊を上び D までの時間が長 < かか0ます。 

(ぞ熱の時間び約30分かかりまず。） 

《発芽玄米は、白米のをちもちメニューで巧し、てください。 


織綿まで 


r 炊飯」キー f 巧随1び点灯し、炊飯開始のメ □ディー（ブヴー）び鳴る 




むらしになると、炊き上びりまでの残り時間を表示する 


©圧力をかけてし馬メニューでは、炊飯開始か5約20巧で圧力びかかり始めます。圧力びかかり始めてから巧敲び終了す 
るまでは、安全のため、フッシュボタンを巧してをがぶたは開さません。炊飯を中でかぶたを開けたり、炊飯をやめる場合、 
r と D けし!キーを1砂む上巧してください。ただし、この場合、再度炊飯を開始してちラまく巧けない場合びあ D ます。 

® r とりけし」キーを巧したあとでを、フッシュボタンが重く感じた5無理にがぶたを翩ブず、冷ましてから聞けてください。 

® 巧施の状態によ ID 、 炊き上がったご飯の底面びうすく篇ブることびあります。 

©米をつつみこんで炊くために、ご顔の中央部びややくぼむことびあります。 

して巧 < ときは、本体やが•ぶたを人肌程度に;令まして < ださい。熱いとラま < 炊けません。 

® 巧障の原因になるため、空ださはしないで < ださい。 





































無鐵米©«慶廢 



付顧© it 麗*ジ芳^鑛ミ錢米邀計覆 

無洗米専用の計置カップ （ 171 mL ) すりさり1杯ずつ 



麵溺米の砂と粧[>と粧が化に f ぶじ C ぶうに2〜3回 

優し參かき混增‘て飘 Sa 家加減をする 1*^^^ 

水平な巧で、又ニューにをったなべの水位固盛に合わせる 一 piir 炊志ちメモ」参照 
米を平らにな！3ず 

留無ミ巧米は、精米製法などにより米の表面にデンプン質び多く爆っている場合があ D ます。 
米のデンフン質で、水び白くにごっていると焦げぶきこぼれ•炊き上がりが悪くなる原因 
になります。白くにごるときは、1〜2度かを入れかえてすすぎまず。 

@調味料を加えて炊くとさは、なべの底からよくかき混ぜます。 

©かにひたさなくてをすぐに炊けます。ひたしておくと、かしやわらかめに炊を上び0ます。 


^で無洗米選択したあと、 g ) でタニュ™を選ぶ 

量無洗米での「玄米」‘「玄米活性」* r 玄米びゆ」は選べません。 



無洗考 p が鼓しかた 

無洗米選択の解除 

7 斬桃) を巧す 

I ^ を押ず 

® r 玄米 J または「を米活性 J 「玄米びゆ」びメ 


ニュー選巧されている状態で r 無洗米」キ 
-を押すと、 y ニュー 選択は「無洗米 •ふつラ」 

へ移りまず。 

P 裹の部の in 鼠恩湯が消える 

夕 衰 7 K 部に il 願磯鍵が慕 7 R される 

百ポ 1 ■しやっき 0 ぶつラをちモ巧 1 


円が(■いっ夏り，のぅを巧をち） 

つ■巧巧 1 


圏 1ぶの 

いさ•"•さ ' 


$'UU 


3 無就米題択を完了 

、 

3 無洗米選択の辭除を詔了 1 


^ ^ 經ミ兒截をお控いになる場含は 

を米の計量は、イ寸厲の計露カップを用い、ずりきりで計る 

普通 f 邑白ホ、を米、発芽玄米一 r 白米用」①計靈カップで無巧米一 r 無おホ尊用」の計靈カップで 





2カツフ liTF でのいてください。超えた歷で 
巧くとあふれた〇、ラまく炊けないことがあ〇 
ます。_ 

の水位目盛に合わせます。 
t かをこみ 1を遇びまず。 


貝の盟は、米の馈歷（巫で）の30〜509白び 
巧强でず。をすざるとラまく炊けないことび 
ありまず（ホ1カツフは約150居）。 

巧はルとめに切〇、米の上にのせて米とミなぜ 
ずに炊飯してくだだい。 


勘巧料はだし汁や水などで巧めてホに加え、か加減した 
おと、なべの巧からぶ<おだまず。ホに蹈接銅歧料巧加 
えたり、なべの底からよく混ぜない巧合、巧げびさつ< 
なつた〇、ラま<炊けない厮因にな D ます。 





巧 のか化呂盛よ〇かしをめに合わせ 

ます。 


G をちをち]を遇びまず， 


巧し巧巧混ぜる剖合は巧独四の2096までにして < ださし)。 
多し '« と、巧けない均合び拓 D まず。 

巧 J :1カツブのときは、ホ0.8カツブ、ミ申しを0.2カップ 


水如]減 


のがイな旨盛にをむせまず。 


または！_をちをち]を避びまず。 


洗ホは庇巧び巧れないよラ跑しく、手早 <洗います 


(胚すは取れやすし\ため） 


のが位邑盛にをねせます。 


巧遊びまず。 



米 

洗ってざるにあげ、30た义ソ上が切 D して 
使用します。 

水カロ減 

fcifssg 封のかの曰巧し—.冷■れけます_ 

• もちボのみの爆を 

巧 IS 巧の水巧呂滿ピおり 
• ちちホとラるちおを混ぜた場を 
を巧^巧のフ K だ7貝棋ぶり/か1 ，みか 

メ ニユー 

1おこね1巧盟びます。 

国 

水加巧をしたあと、米の上に具をのせます。 


米 分ゴを米•玄米では； J ： 欠けません。_ 

が加減 ち故端立 の水の目盛に合わせまず。 

を還びます。 

具の歷はホの贸窗（虚さ〉の30〜50始び 
避涩でず。ルさめに切 D 、 米の上にのせてホ 
と混ぜずに巧飯してくださし、。 

菊えにくい貝は、ややかなめにしてくだだい。 
また.茵巧類はおらかじめゆでるなどし、必、 
ずおかゆが炊さ上びつてから加見て <ださし、。 



水加減 


2カップしソ下で奶いてください。凳浮玄ホ 
だけ、または篇淨玄ホと普遇糊因求をミ昆ぜ 
をわはて欺さます。 


のがイ立呂盛に合わせます。 


I をちをち"!を遇びます。 


発弹をホの極頸によっては、ふをこぼ打たり，うま<がけ 
ない堀合び巧〇ます， 

発を玄ホのタイマー予約炊随や30巧似上のごけおを 
はしないで<だない。発巧玄米は水巧を吸のしやずし、 
ため，ラまく巧けない域合び巧りまず。 

篇穿ちがは「白が（をちをち）」メ ニュー でが:くためが 
を上び口を r 楓與の巧湿」に移0ますび、巧湿ずる蝴を 
は r 商め保观」に巧耍してくだだい。（いやなにおいの 
発生をおたえぎす。） 

黄す玄米械を巧用して巧ったおをちがをお使いになる 
顿をのがを方は、篇まちが拠を販巧しているメーカー 
にな接問い合むせてくださし、。 


のが位目おにをむせまず。 


巧ホががを巡 U まず。 


离の湿はがの巧湿（巧な）の30〜50跑び迦 
風です。かさめに切 D 、 ホの上にのはてホと 
ミ居だずにげ飯して <だでし熟えにくい具は、 
ややがなめにして < ださい。京た、巧巧類は 
おらかじめゆでるなどし、必ずおかゆび炊を 
上びつてから加えてください。 


0.5 〜2カツブの間でかいてください。 
超えた獨でげくとあふれた D 、 ラまく炊けな 
いことびあ。まず。_ 

麗織醫 の水位目盛よりかなめに合わせ 
まず。 



か^カロ:或 Smm ! Mm£m V 一 か'心口。!かーッ，か W 一》ー ロ。一 じ 

ふ y 〇 

乂ニュー I をお I を巡びぎす。 

かづをボの極觸によっては、さきこぼれたり、ラまく炊 
けない堀合びお D ます。 


米 

0.5 〜2カップの間で炊し、て < ださし、。 

超衷た潑で炊< とあ讯れた0、ラま<炊けな 
し、ことび巧ります。 

水加減 

IME 置のか位旨盛よりかしをめに合わせ 
をす。 

メ ニユー 

1をちをち1を選びます。 

分づきホの極類によっては、ふをこぼれた〇、うまく炊 
けない锅合びお〇ぎす。 



































































